
大
正
四
年
六
月
=
+
-
同
第
三
理
面
町
四
物
認
可
{
毎
月
一
回
一
回
褒
一
汀
》
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禁

開

載

場
車

多
牧
手
段
さ
し
て
の
酒
税
・
・
・
・
・
・
法
曲
軍
需
士
一
岡
戸
正
雄

笠
間
藩
の
民
政
・
・
••..••.•.• 

喜
一
墜
博
士
本
庄
築
治
郎

安
定
期
経
済
島
一
土
愛
革
期
経
済
皐
・
経
済
接
博
士
石
川
興
二

ロ
ン
グ
プ
ィ

1
Y
F
の

憤

値

論

左

介

配

論

倍

率

博

士

堀

経

夫

叩九

論研

我
岡
の
市
町
村
義
務
費
に
就
い
て
・
・
樫
部
早
士
小
山
田
小
七

金
属
替
準
備
へ
の
再
吟
味
・
・
・
・
・
・
椅
済
事
士
松
岡
孝
児

詮
券
資
本
主
義
一
一
段
資
本
の
構
造
・
・
・
縄
市
立
士
石
田
興
千

カ
ル
テ
ル
法
へ
の
要
望
・
・
・
・
崎
市
川
見
十
士
磯
部
喜
一

競

売

貨
幣
の
慣
値
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
丈
率
一
博
士
高
田

人
口
動
懇
並
行
法
則
を
論
ず
・
・
・
・
・
空

Z
Z
三

谷

矯
替
相
場
の
獲
勤
に
就
て
・
・
・
・
・
・
法
月
十
士
正
井

附

鋒

新
著
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

敬這{呆

拐;麿馬



金
居
対
替
準
備
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再
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味

第
三
十
五
舎

六
七
四

第
五
時
抗

七
八

金
銭
替
準
備
J¥、

の
再
吟
味

松

岡

孝

見

園

、

骨

晶

r

'
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'雷

世
界
大
戦
後
、
金
本
位
制
復
蹄
へ
の
越
に
さ
ま
よ
へ
る
資
本
主
義
経
梼
は
、

一
九
二

O
年
の
プ
ラ
ッ
セ

Y
曾
議

及
び
一
九
二
二
年
の
ヲ
ェ
ノ
ア
曾
議
の
推
奨
に
よ
り
、
金
浦
替
準
備
の
提
唱
を
決
定
し
て
後
漸
〈
に
し
て
、

一
時
一
九
二
八
年
に
は
、
世
界
に
於
け
る
殆
ん
ど
多

一
意

そ
の
復
師
へ
の
迭
を
念
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
か
〈
て
十
年
、

敢
の
困
々
は
、
一
腰
そ
の
金
本
位
制
へ
の
復
蹄
に
よ
り
、
貨
幣
制
度
の
般
観
よ
り
し
て
世
界
経
梼
に
膏
ら

5
れ
に
危

機
を
ば
突
破
せ
る
か
の
如
き
外
貌
を
示
し
に
が
、
諸
方
面
に
於
け
る
客
観
的
状
勢
は
逐
に
幸
せ
十
、
特
に
一
九
二

九
年
十
月
十
九
日
の
米
国
プ
ヲ
ム
は
、
衣
第
に
そ
の
勢
を
世
界
各
国
に
波
及
せ
し
め
、
世
界
経
掛
の
根
幹
を
動
揺
せ

し
め
て
ゐ
に
。
然
る
に
更
に
二
年
二
九
三
一
年
九
月
廿
一
目
、
突
如
と
し
て
英
同
の
金
本
位
制
度
が
再
崩
壊
す
る

に
及
び
、
世
界
不
況
の
梓
動
は
急
，
プ
ン
ボ
に
移
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
制
度
は
再
び
不
安
定
と
な
り
、
か
つ
て

は
世
界
各
国
に
於
げ
る
金
本
位
制
復
舗
の
補
血
剤
と
し
て
有
力
な
る
存
在
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
七
金
潟
替
準
備
は
、

今
や
正
に
其
の
根
醸
七
る
金
本
位
制
そ
の
も
の
の
動
揺
に
よ
り
某
の
危
機
を
ぱ
叫
ば
れ
、
そ
の
清
算
を
ぱ
唱
へ
ら



れ
る

至
イフ

て
ゐ
るl}

抑
E
金
潟
替
準
備
な
る
色
の
の
存
在
に
就
い
て
は
、
慨
に
二
つ
の
費
立
的
見
方
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
其
の
一

は
、
金
本
位
制
の
限
り
之
を
以
て
一
の
無
制
限
的
永
積
的
存
在
と
し
て
考
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
業
の
ニ
は

純
粋
金
本
位
制
へ
の
復
蹄
の
過
程
に
於
げ
る
一
時
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
却

さ
見
方
の
立
場
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
は
立
入
ら
な
い
。
問
題
は
唯
か
く
の
如
き
存
在
が
客
観
的
事
責
に
於
い

て
如
何
に
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
酷
で
あ
る
が
、
業
の
う
ち
ジ
品
ノ
ア
舎
議
後
英
樹
金
本
位
制
鹿
止
ま
で
の

抗
に
閲
し
て
は
巴
に
私
は
一
臆
自
分
の
考
へ
を
の
ぺ

t
o

主(級
v
L

於
レ

t
u刷
'
釦
PFJ
如
〈

M

一
凡
一
一
-
↑
年
九
月
サ
ι

日
続
、
県
凶
は
世
界
人
位
巾
心
地
に
・
人
仙
の
地
位
Jf
離
れ
、

世
界
金
本
位
に
膏
ら
さ
れ
た
石
キ
ャ
タ
只
ト
ロ
プ
は
、

一
ヲ
ヨ
オ
ク
の
外
新
に
欧
洲
大
陸
に
大
小
の
新
金
中
心
地

を
生
ぜ
し
め
従
っ
て
金
潟
替
準
備
に
も
深
-
刻
な
る
打
撃
を
加
ヘ
ゴ
る
を
得
な
か
っ
に
。

か
〈
て
金
魚
替
準
備
の
よ

っ
て
以
て
に
つ
大
地
は
、

A
1
や
組
問
な
き
上
下
動
に
襲
は
れ
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
此
の
意
味
に
於
い
て
、

特
に
英

後
に
於
け
る
金
潟
替
準
備
に
劃
し
て
再
吟
味
を
行
ひ
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
土
主

張
せ
ゴ
る
を
符
な
い
。

こ
の
考
へ
よ
り
し
て
私
は
ま
づ
、
金
魚
替
準
備
の
根
壊
、
そ
の
作
用
態
へ
の
吟
味
を
行
ひ
、
更
に
こ
れ
ま
で
の

金
滞
替
準
備
の
作
用
に
於
け
る
般
定
の
背
理
を
明
に
し
、
以
て
こ
れ
に
膳
守
る
修
正
策
を
論
じ
、
危
機
に
あ
る
金

潟
替
準
備
の
た
め
に
再
吟
味
を
加
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

金
魚
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
五
披

七
大企

第
三
十
五
巻

大
七
五

Societe des Nation:s: Rapport de la IJelegation de l'or du Comite financier， 
Geneve， I932， p. .3・
Mlyna四 ki，Fa: Gold and Centγal Ranl::s.. New-Vork. 1929， p・73

拙稿z金魚替準備に就いて(経済論議第p巻第3競参照)
2) 
3) 



金
鴛
替
準
備
「
白
再
吟
味

第
三
十
五
巻

八

O

第
五
披

六
七
六

=
、
金
属
替
準
備
の
根
揚

金
潟
替
準
備
が
特
に
諭
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
大
戦
後
、
金
本
位
へ
の
復
踊
が
問
題
と
し
て
提

出
さ
れ
た
時
に
於
い
て
、
余
の
絶
罰
的
並
び
に
相
封
的
快
乏
な
る
も
の
が
諜
想
さ
れ
る
に
及
び
、
こ
こ
に
金
特
に

貨
幣
金
の
節
約
が
企
闘
3
れ
、
封
外
的
決
掛
方
怯
た
る
金
魚
替
を
以
て
金
と
同
一
視
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

M

相
、
松
伝
h

立
回
、
怜
づ
る
俊
一
巾
隼
脂
に
る
金
に
闘
し
、

め
ん
と
す
る
の
考
へ
方
の
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
。

削
例
外
決
満
月
に
ぬ
1
w

て
使
用
手
同
る
金
保
岬
替
μι

以
七
代
位
げ
し

故
に
余
震
替
準
備
の
成
立
根
擦
は
長
期
間
又
は
少
〈
も
相
営

期
間
金
と
免
換
さ
れ
な
い
金
魚
替
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
金
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
劃
外
決

摘
を
ば
、
金
満
替
に
よ
っ
て
行
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
諸
般
の
費
用
と
手
敷
と
を
省
、
き
得
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、

併
し
そ
は
後
行
準
備
を
問
題
と
す
る
限
り
、

一
の
機
能
上
の
別
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

か
く
の
如
〈
、
金
魚
替
準
備
の
成
立
は
、
長
期
間
又
は
少
〈
も
相
営
期
間
金
主
党
換
き
れ
な
い
金
満
替
の
存
在

に
よ
る
も
の
で
め
る
。
そ
が
大
戦
後
特
に
問
題
と
な
っ
亡
の
・
も
亦
こ
の
見
方
に
よ
る
限
り
で
あ
る
。
尤
も
だ
か
ら

と
云
っ
て
、
金
満
替
準
備
な
る
も
の
が
、
決
し
て
世
界
大
戦
後
に
始
め
て
現
は
れ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
っ
己
に

大
戦
前
に
於
い
て
も
九
例
へ
ば
欧
洲
に
於
い
て
ぺ

Y

ギ
ィ
、
プ
Y
ザ

d
y
ャ、

フ
ィ
シ
ラ
ン
ド
、
イ
タ
9
ャ、

τz 

v 

ヤ
等
々
の
諸
国
に
於
い
て
行
は
れ
、
そ
の
準
備
宰
等
に
至
つ
で
も
極
め
て
自
由
で
あ
っ
て
、
郎
ち
或
は
無
制
限
な

る
繰
入
を
認
め
て
ゐ
た
も
の
も
あ
り
、
或
は
之
に
反
し
て
某
の
魚
替
の
種
類
と
金
額
と
を
規
定
せ
る
が
如
き
も
の

Mlynalsl日， F.: Gold and Centγal Banks. p・71.; Mlynaτsld : The Functioning 
of. the Gold Standard. pp. 69-71. (園際聯盟事務局東京支局;金本位制の職
能 pp.167-173);拙稿:上掲論題(綬静論難第32$第3務 pp・78-89)
iVI1v.Ln.arski: The Fiiiiei1oning-of the Gold Stand :ud1 PP・5--6.(園際聯盟事務
局東京支局 2金本位制の職能， pp・3-4)

4) 
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も
あ
っ
た
。

だ
が
併
し
、
此
の
間
に
於
い
て
も
‘
此
等
諸
圃
の
中
央
銀
行
を
通
じ
て
見
る
と
、
ぞ
の
義
務
的
品
目
換
は
、
金
否

む
し
ろ
金
貨
に
よ
っ
て
行
は
る
る
こ
と
が
原
則
で
め
り
、
特
に
金
(
金
貨
)
と
金
魚
替
と
の
二
者
に
封
し
選
樺
樺
を

行
ふ
が
加
き
こ
と
は
全
然
考
慮
♂
れ
で
は
ゐ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
た
と
ひ
、
中
央
銀
行
は
事
質
上
に
於
い
て
外
園

鴻
替
を
頁
り
、
乙
れ
に
よ
っ
て
金
ぞ
獲
得
し
て
以
で
党
換
を
行
ふ
に
し
て
も
、
先
換
請
求
者
は
法
律
上
で
は
自
由
に

金
を
要
求
し
、
矯
替
を
桓
絶
さ
へ
す
る
こ
と
が
で
き
九
。

h
y

〈
の
如
き
意
味
に
於
げ
る
余
震
替
準
備
の
性
質
は
、

極
め
て
消
極
的
存
在
で
あ
り
・
ぞ
れ
に
於
い
て
大
戦
後
の
金
魚
替
準
備
に
見
る
が
如
き
積
極
的
意
義
は
認
め
ら
れ

川
品
、

o

p
d
p
v
 

然
る
に
大
戦
後
は
、
比
の
党
換
請
求
者
k
被
党
換
請
求
者
と
の
聞
に
存
す
忍
事
情
は
一
時
挫
し
む
。
中
央
銀
行
は

業
の
規
定
に
於
い
て
、
よ
し
そ
の
党
換
を
以
て
義
務
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
、
自
ら
金
と
金
魚
替
と
を
自
由
に
蓮

揮
す
る
の
樺
利
を
有
つ
。
し
か
も
こ
の
選
揮
権
は
中
央
銀
行
に
封
し
て
の
み
全
然
一
方
的
に
認
め
ら
れ
た
-
も
の
で

あ
り
、
党
換
請
求
者
の
立
場
は
R

中
一
然
之
を
認
め
な
い
。
選
捧
樺
が
一
方
的
に
中
央
銀
行
に
あ
り
、
請
求
者
は
金
を

要
求
し
得
争
、
ま
た
金
魚
替
を
桓
絶
し
得
な
い
。
従
っ
て
之
を
戦
前
に
於
げ
る
規
定
よ
り
見
る
と
き
は
、
全
然
新

し
い
見
方
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
そ
は
ま
た
同
時
に
、
魚
替
の
穂
類
、
金
額
等
に
闘
す
る
戦
前

の
規
定
を
も
清
算
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
尤
・
も
金
魚
替
準
備
の
性
質
そ
の
色
の
に
自
ら
か
く
の
如
き
制
度

ω

運
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
ら
う
。
併
し
此
の
賠
は
別
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
在
の
謂
は
ん
と
す
る
と

金
鴛
替
準
備
へ
白
一
再
吟
味

第
三
十
五
巻

第
五
時
揃

大
七
七

l¥. 

Mlynarski， F.; La. crise de l'etalon dle change-or(Revue d'economie politique， 
No. 2. 1932. I932. p. 264.) 、

呂田i岳t岳 rlesNations:-Deuxreme rapport provisoire de la Del岳gation de 1'0τ 
du Comite financieT~ Geneve 1931. PP引け-I4; Mlynarski; The FunctIoning 
of the Gold St叩 dard，pp. 8-9・(附隙聯盟事務局東京支局:金本位制の職
首~， p. I1.) ; }王isc:hand Elkin; Gol d aロdCentral Banks， pp. 123 -124; 
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金
持
坤
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
五
披

第
三
十
五
巻

A 

六
七
人

こ
ろ
は
、
世
界
大
戦
後
に
於
げ
る
金
魚
替
準
備
の
成
立
根
壌
が
、
中
央
銀
行
の
有
す
る
長
期
間
又
は
少
く
も
相
官

期
間
金
に
党
換
さ
れ
な
い
金
一
知
替
の
積
極
的
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
存
す
る
。

併
し
質
際
上
並
び
に
其
の
成
立
の
仮
定
上
に
於
け
る
接
展
は
、
今
や
此
の
金
魚
替
準
備
の
内
容
を
'
吟
味
せ
ぎ
る

を
得
gc
る
に
歪
っ
て
居
り
、
此
聞
の
事
情
は
自
ら
こ
れ
ま
で
の
金
魚
替
準
備
へ
の
考
へ
方
に
或
る
程
度
の
修
正
を

鷲
さ
ね
ば
な
ら
な
〈
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
}
信
ぜ
し
め
る
。
問
題
を
進
め
や
う
。

一
二
、
金
属
醤
準
備
の
作
用
態
へ
の
吟
暗

金
品
凋
替
準
備
の
作
用
鵡
に
於
け
る
吟
味
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
酔
却
を
あ
げ
る
。
其
の
第
一
は
金
魚
替
準
備
を
有

す
る
闘
の
費
行
準
備
は
、
金
鴻
替
を
預
入
れ
た
る
固
の
中
央
銀
行
の
義
行
準
備
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
主
で
あ

る
。
印
ち
之
に
よ
っ
て
同
一
金
準
備
が
同
時
に
二
園
の
費
行
準
備
と
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
ふ
。

抑

1
金
活
替
の
国
際
的
移
動
な
る
も
の
は
、
商
品
と
し
て
の
金
移
動
で
は
な
い
。
ぞ
は
商
品
に
罰
す
る
権
利
の

園
際
的
移
動
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
は
劃
外
的
な
る
金
受
取
樺
を
ば
、

一
闘
の
一
銀
行
よ
り
他
国
の
他
銀
行
へ

移
動
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
一
園
の
中
央
銀
行
に
し
て
、
乙
の
受
取
金
鴻
替
を
ぱ

金
に
党
換
せ
歩
、
ま
に
金
の
轍
入
を
も
行
は
な
い
と
き
に
於
い
て
は
、
こ
の
金
潟
替
に
劃
す
る
金
分
量
は
、
外
国
に

於
け
る
中
央
銀
行
又
は
商
業
銀
行
の
所
有
と
な
っ
て
そ
の
固
に
停
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
中
央
銀
行
に
し
て
金
満
替

を
所
有
し
之
を
党
換
せ
ざ
る
限
り
、
外
国
中
央
銀
行
又
は
商
業
銀
行
に
劃
す
る
謂
は
ゆ
る
「
信
用
金
」

(P宗
主
品
を

Busse， H.: Die GolddevisenwUhrung，S. 9:>-u7・
Mlynarski. F.: op. ci¥. p. 265 .. 
Mly岡 田ki.F: La cγise de l'cUalon de change.or (Revue d'econo皿iepolitique. 

NO.2・ 193~. p. ~69・)
Mlyna叫口，-The FllIiciiolling of the Gold Standanl， pp. 87 -88 (国際聯盟事
務局東京支局;金本位の職能" p. 225 以下)
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生
ぜ
し
め
る
一
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
金
の
圃
際
的
移
動
に
代
る
新
な
る
特
種
信
用
形
態
が
生
宇
る
。
か
〈
て
此
の

種
の
金
震
替
の
増
加
は
盆
1
こ
れ
に
封
す
る
「
信
用
金
」
の
代
理
作
用
を
盛
な
ら
し
め
る
。

か
〈
の
如
〈
金
鴻
替
は
、
金
鶏
替
準
備
に
よ
る
中
央
銀
行
が
そ
の
後
行
す
る
銀
行
券
に
よ
っ
て
買
入
れ
た
も
の

で
あ
b
、
中
央
銀
行
は
そ
の
買
入
に
従
っ
て
金
潟
替
と
し
て
後
券
準
備
に
繰
入
れ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
銀
行

券
の
後
行
は
金
縛
替
準
備
に
乙
そ
は
よ
っ
て
ゐ
る
が
、
金
準
備
に
よ
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
は
た
と
ひ
一

臆
金
に
よ
る
と
は
い
ひ
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
買
は
外
困
に
あ
る
金
に
劃
す
る
受
取
樺
の
背
後
に
あ
る
金
に
よ

っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

Jt
か
〈
の
如
き
銀
行
券
後
行
準
備
の
貫
質
は
、
銀
行
券
の
後
行
が
、
外
国
中
央
銀
行
の
所

有
す
る
金
に
よ
る
も
の
と
す
る
立
場
か
ら
見
る

t
き
は
、
正
に
同
時
に
同
一
の
金
品
川
量
が
二
闘
に
於
け
忍
銀
行
券

級
一
析
の
準
備
・
と
な
ぷ
も
か
:
苛
め
ち
も
純
粋
mw
意
味
仁
掛
町
名
金
融
中
備
の
場
合
と
そ
の
内
容
を
異
じ
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
少
く
も
そ
の
金
準
備
の
意
味
を
不
営
に
憤
大
せ
る
も
の
で
あ
る
。

金
潟
替
準
備
の
作
用
態
の
第
二
の
注
目
す
べ
き
鈷
は
、
か
〈
の
如
き
中
央
銀
行
の
金
魚
替
準
備
は
必
然
的
に
通

貨
を
膨
脹
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
か
く
の
如
き
一
園
の
金
準
備
が
、
他
国
の
俊
行
準
備
に
も
な
る

と
い
ム
こ
と
は
、
銀
行
穿
後
行
と
し
て
金
瞳
的
に
見
れ
ば
専
ら
夫
1
の
金
準
備
に
よ
る
場
合
に
比
較
し
、
著
し
〈

そ
の
畿
行
高
を
増
大
せ
し
め
る
。
こ
の
通
貨
膨
脹
的
要
素
は
、
金
準
備
を
有
す
る
外
園
中
央
銀
行
に
劃
し
て
、
金

震
替
準
備
を
有
す
る
困
の
中
央
銀
行
が
奥
へ
る
特
殊
な
る
「
信
用
金
」
に
よ
る
。
そ
し
て
そ
の
特
殊
な
る
「
信
用
金
」

(の

E
Z
c
E
)
と
は
専
ら
金
魚
替
に
於
げ
る
金
の
免
換
延
期
に
よ
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
志
の
で
あ
る
。

金
矯
替
準
備
へ
白
再
吟
味

第
三
十
五
巻

六
七
九

第
五
披

i¥ 

Krug， P.: La B，nque des Regl.国 側tsXnt!~rnatioTaux et son role en 吹きtiとre
de credit. pp. 62-63.; Mlynar.ki: I.a crise cle l'etalon cle change.or (氏evue
d'ecollomie politique， No. 2・1932.P目 270)

10) 



金
品
持
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

l¥ 
四

第
主
務

六
八

O

第
三
の
注
目
す
べ
き
馳
は
か
く
の
如
き
「
信
用
金
」
が
外
国
商
業
銀
行
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
で
あ

ム
。
此
の
場
合
に
於
い
て
金
中
心
地
の
商
業
銀
行
は
、
金
潟
替
準
備
に
よ
る
闘
の
中
央
銀
行
の
豊
富
な
る
金
魚
替

を
有
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぞ
の
資
金
を
豊
富
な
ら
し
め
、
そ
は
ま
た
そ
れ
に
膳
じ
て
商
業
銀
行
の
濁
立
性
を
強
大

な
ら
し
め
、
惹
い
て
は
ま
に
そ
れ
だ
け
営
該
凶
中
央
銀
行
の
統
制
を
薄
弱
な
ら
し
め
る
。
こ
の
事
情
は
金
魚
替
準

備
に
よ
る
闘
の
中
央
銀
行
が
そ
の
商
業
銀
行
に
有
す
る
金
潟
替
ぞ
ば
、
必
要
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
裁
定
上
の
利
盆

に
上
っ
て
任
指
に
移
鞠
せ
し
め
る
に
於
い

τ瀧
1
軍
大
と
な
ら
ダ
る
ぞ
得
な
い
の

こ
の
意
味
に
於
け
る
頴
著
な
る
例
は
一
九
二
八
名
に
於
け
る
米
園
の
そ
れ
で
あ
る
。
周
知
の
加
〈
、
営
時
米
国

聯
邦
準
備
銀
行
は
、
そ
の
株
式
投
機
に
劃
し
て
割
引
率
の
引
上
政
策
を
行
つ
に
が
、
ぞ
の
際
欧
洲
に
於
げ
る
金
潟

替
準
備
を
有
す
る
諸
国
は
十
ヶ
月
に
豆
っ
て
約
二
億
V
Y
の
引
受
手
形
の
買
入
に
臆
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
聯
邦
準

備
銀
行
政
策
を
坊
げ
、
以
て
未
曾
有
の
世
界
恐
慌
の
ス
タ
ア
ト
を
つ
く
っ
た
。
此
の
意
味
に
於
い
て
金
溺
替
準
備

の
最
近
世
界
恐
慌
に
な
せ
る
役
割
は
到
底
批
難
を
見
れ
得
な
い
。

第
四
に
は
其
の
封
外
信
用
作
用
が
一
方
的
で
あ
る
と
い
ふ
貼
で
あ
る
。
郎
ち
か
〈
の
如
き
金
銭
替
準
備
を
有
す

る
凶
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
積
極
的
活
動
は
、
そ
の
影
響
の
信
用
に
閲
す
る
限

b
、
そ
の
後
行
準
備
が
金

μ
於
け
る

、、

場
合
の
影
響
と
比
較
し
、
世
界
粧
梼
上
よ
り
注
目
す
べ
き
一
方
的
影
響
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
酷
で
あ
る
。

蓋
し
金
準
備
に
よ
る
場
合
の
金
の
移
動
は
、
金
轍
出
国
に
於
け
る
通
貨
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
と
共
に
、

轍
入
国
に
於
い
て
は
そ
の
増
加
を
生
ぜ
し
め
、
世
界
的
立
場
に
於
い
て
は
何
等
の
護
化
も
起
き
し
め
な
い
か
ら
で

Mlynarsld; The FunctioniDg of Gold Standarrl." p 

京支局:金本位制の職能， P" '76) 
Mlynarsld: op. C1t. pp・34-35)(上掲書， p. 日J.)
Soci創岳 desNations: Deuxieme T!lpport provi山川町 dela Delegation de I'or 
du Comite financier， p. 14; Mlynarski: La c'Ji日 deFetalon de change_or 
(Re，'ue d'E.P. No. 2. '932. p. 271) 
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あ
る
。
然
る
に
翻
っ
て
金
潟
替
準
備
に
よ
る
場
合
は
如
何
?

金
魚
替
買
入
国
は
通
貨
を
増
加
せ
し
め
る
に
至
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
責
却
闘
は
、
通
貨
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
な
い
。
業
の
理
由
ー
と
す
る
と
こ
ろ
は
金
濡
替
は
金
受

取
樺
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
め
り
、
従
っ
て
そ
の
金
潟
替
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
金
額
は
、

一
の
勘
定
か
ら
他
の
勘
定

へ
車
に
轄
載
記
入
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
後
行
準
備
に
る
金
の
内
容
に
は
何
等
の
盤
化
が
な
い
。
村
ん
か
ら
金
魚

替
山
貝
入
園
に
於
け
る
通
江
の
増
加
は
、
活
替
貰
却
固
に
於
け
る
通
貨
の
相
殺
的
減
少
を
惹
き
起
さ
な
い
。
か
く
て

世
界
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
か
く
の
如
き
事
情
に
よ
り
通
貨
量
は
金
準
備
の
場
合
と
具
り
、
原
則
上
却
っ
て
増
加

す
る
傾
向
に
め
る
と
謂
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。金

ω制
階
的
和
動
じ
比
較
し
て
抗
日
サ
(
古
郡
山
帯
ル

ud，
ゼ
し
め
仁
心

部
ち
金
潟
替
準
備
は
一
方
に
於
い
て
は
貨
幣
金
の
需
要
を
節
約
し
た
が
、
他
方
に
於
い
て
は
金
市
場
に
劃
し
特
殊

一E
品
者
主

r
a
t、l
k，i
!
〉

芦

)

ノ

阿

川

l
f
h
r
k
-
q
o
ト
人
、

〆
み
世
μ
v
h
和
ド

1
1
b
H
V
'
u
E
C
ι

品
川

y仁
、
円

νι
品
、
沼
氏
司
司
h
陪
川
ト
い

J

'

;

:

ー

:

一

4

d

l

現
象
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
。

一
は
ア
メ

y
カ
に
於
け
る
金
の
積
極
的
退
諮
問
で
あ
り
、
他
は
イ
ギ

p
ス
に
於
け

る
そ
の
消
極
的
退
識
で
あ
る
。
説
明
を
加
へ
る
。
米
国
に
於
い
て
は
金
活
替
準
備
に
よ
る
園
の
金
鴻
替
の
増
加

卸
ち
金
受
取
植
の
増
加
は
、
営
然
金
市
場
に
暦
迅
を
加
へ
、
謂
は
ゆ
る
購
買
力
を
伴
ふ
需
要
と
し
て
問
題
を
惹
き

起
す
が
故
に
、
米
闘
は
こ
れ
に
劃
し
金
準
備
の
あ
る
部
分
を
積
極
的
に
退
識
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
信
用
の
膨

脹
を
防
い
だ
。
英
国
に
至
つ
て
は
か

t
の
如
き
金
を
所
有
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
常
に
米
国
に
於
け
る

、、

よ
り
も
よ
り
大
な
る
割
引
率
の
引
上
を
生
ぜ
し
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
消
極
的
に
金
の
集
中
を
公
園
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
此
の
事
情
卸
ち
米
闘
に
於
け
る
金
の
積
極
的
浪
一
車
問
、
英
国
に
於
け
る
金
の
消
極
的
退
蕪
が
、
雨
闘
に
於

金
銭
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

第
五
競

六
八

i¥. 
五

* SociNe des Nations: Deuxiとmerapport de la Delegation de l'or d ~ Comit岳
五nancler，p. 10. pp. '4 -15. 

** Nagaro， B.: La crise et le rめolede h n肌U叫l日山川1口江c
1931) 



金
鴛
替
準
備
へ
白
再
吟
味

第
三
十
五
巻

第
五
披

六
八

凡
六

げ
る
一
一
般
物
債
水
準
に
不
営
な
影
響
を
輿
へ
‘
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

第
五
は
金
魚
替
準
備
を
有
つ
園
の
銀
行
は
、
金
濡
替
の
蓄
積
に
よ
り
金
市
場
に
封
し
て
特
殊
な
事
情
を
生
ぜ
し

め
に
酷
で
あ
る
。
そ
は
郎
ち
裁
定
に
よ
る
金
の
一
方
的
集
中
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
佃
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
に

及
ん
で
盆
ー
そ
の
影
響
を
大
な
ら
し
め
る
。
例
へ
ば
ア
ア
ン
ス
が
個
人
の
積
極
的
な
裁
定
に
よ
っ
て
そ
の
在
外
金

錦
替
を
轍
入
せ
る
が
如
き
こ
引
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
よ
る
轍
入
は
一
方
的
裁
定
と
な
り
、
還
に
世
界
各
国
の

注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が

b

こ
の
こ
と
は
金
錦
替
の
裁
定
が
め
る
利
盆
を
粛
す
限
h
J
、

-
E
)
f
q
-
〉
4
F

一H
刃
円
ν
4
J
戸

HVG-
パ
υLJV

動
〈
も
の
で
あ
り
、
裁
定
に
よ
る
金
銭
替
の
轍
出
は
行
は
れ
や
し
て
絶
え
や
金
の
轍
入
を
行
ふ
乙
と
を
一
不
す
。
か

く
て
金
を
買
ふ
'
と
し
て
も
こ
れ
を
貰
る
こ
と
は
な
い
。
金
の
買
却
は
銀
行
が
金
漏
替
準
備
の
棋
乏
に
よ
っ
て
脅
か

さ
れ
て
ゐ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
起
ら
な
い
。

か
〈
の
如
き
意
味
に
於
げ
る
政
策
の
賓
施
は
、
金
潟
替
準
備
を
有
す
る
闘
の
銀
行
を
し
て
結
え
十
そ
の
余
所
有

高
炉
-
増
加
せ
し
め
る
。
裁
定
に
よ
る
金
は
裁
定
に
よ
っ
て
奮
市
場
に
還
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
或
る

意
味
に
於
い
て
‘
世
界
に
於
け
る
金
の
偏
在
を
結
果
し
、
二
次
的
で
は
あ
る
が
重
要
な
影
響
を
圃
際
金
融
市
場
.

惹
い
て
は
世
界
不
況
に
及
ぼ
せ
る
こ
と
は
何
人
と
雄
も
否
定
せ
引
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

目
、
金
属
替
準
備
に
於
け
る
慣
定
の
背
理

献
に
の
べ
た
る
が
掬
〈
、
金
活
替
準
備
の
作
用
は
、
そ
の
採
用
の
最
初
に
於
い
て
鷲
ら
さ
れ
た
殻
果
日
も
拘
ら

Mlynar .... ld: The FtmctioniI唱 ofthe Gold Stantl町 dp. 20.(上掲書課;金本位
制の職能 p.41-42) 
Mlynar.ki: Gold and Central llanks， p・73;回目ー TheFunctioning of the 
Gold Standard， p. 23・(園際聯監事務局東京支局:金本位制c職能 p・44)
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十
、
其
の
後
検
酷
を
暴
露
し
.
例
へ
ば
そ
の
作
用
態
に
於
け
る
一
特
長
た
る
イ
ン
フ
V

エ
シ
ョ
シ
的
要
素
が
、

九
二
九
年
米
国
に
於
け
る
プ
ヲ
ム
の
薪
に
油
を
そ
そ
い
だ
と
い
は
れ
る
が
如
き
こ
と
は
、
会
〈
金
潟
替
準
備
そ
れ

白
瞳
に
内
在
す
る
矛
盾
が
展
開
し
来
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
云
へ
る
。
然
ら
ぱ
綿
じ
で
か
く
の
如
き
多
〈
の
作
用
強

に
於
け
る
矛
盾
は
如
何
な
る
理
由
に
基
〈
色
の
で
あ
る
か
?

金
浦
替
準
備
の
作
用
態
に
於
け
る
矛
盾
は
、
金
活
替
準
備
が
そ
の
成
立
に
於
い
て
認
め
た
但
定
の
背
理
よ
り
生

や
る
。
其
の
第
一
の
保
定
は
金
と
金
鴻
替
と
の
同
組
で
あ
り
、
第
二
の
偲
定
は
金
震
替
準
備
の
限
り
、
金
中
心
地

に
於
け
る
鰹
掛
的
政
治
的
賦
態
は
、
金
魚
替
準
備
の
存
在
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
が
如
、
事
異
常
な
る
動
揺
な
き
も

の
?
弘
川

d

る
と
誠
一
誠
出
い
ず
る
貼
守
あ
る
。
以
下
活
欠
陥
等
刀
貼
に
坦
れ
る
拘
円
理
を
論
渇
す
る
で
あ
ら
う
。

必
金
と
金
潟
替
と
の
向
調
に
於
け
る
背
理
|
|
世
界
経
掛
に
於
け
る
貨
幣
は
金
で
あ
る
。
従
っ
て
各
凶
聞
に
於

け
る
貿
易
の
最
終
の
決
持
を
行
ふ
も
の
は
金
を
措
い
て
他
に
な
い
。
然
ら
ぱ
金
錦
替
準
備
に
於
い
て
、
金
と
同
調

さ
れ
る
金
魚
替
と
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
?
そ
は
金
に
基
い
て
認
め
ら
れ
た
信
用
手
段
で
あ
る
。

一
の
金
受
取
樺
で
め
る
。
従
っ
て
貿
易
差
額
の
決
掛
に
用
ひ
ら
れ
る
金
魚
替
は
、
ぞ
の
金
魚
替
の
金
党
換
ま
で
は

其
の
決
摘
が
信
用
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
般
り
に
全
世
界
に
於
い
て
、
金
の
中
心
地
が
唯
一
つ
で
あ
る
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
外
園
の
中
央
銀
行
は
金
魚
替

準
備
を
採
用
す
る
と
す
る
。
此
の
場
合
に
於
い
て
外
園
中
央
銀
行
は
、
金
中
心
地
に
於
け
る
銀
行
を
通
じ
、
結
え

-
?
金
受
取
樺
た
る
鴻
替
に
よ
っ
て
各
凶
と
の
取
引
差
額
を
決
済
し
金
の
轍
出
を
ぱ
行
は
な
い
。
従
っ
て
金
中
心
地

金
滞
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
五
披

/1、
寸=

第
三
十
五
巻

宍
八
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金
居
岬
替
準
備
へ
の
再
吟
味

六
八
四

第
三
十
五
血
管

第
五
披

A 
A 

の
中
央
銀
行
及
び
商
業
銀
行
に
と
っ
て
は
、
世
界
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
闘
の
中
央
銀
行
の
有
つ
短
期
信
用
を
利
用

す
る
特
権
が
奥
へ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
υ

此
の
意
味
に
於
け
る
信
用
は
形
式
上
は
短
期
信
用
で
あ
る
が
、
貫
質
上

に
は
長
期
信
用
の
性
質
を
有
つ
。
蓋
し
金
中
心
地
に
於
け
る
銀
行
の
世
界
各
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
鴻
替
の
蓄
積

額
帥
ち
短
期
信
用
の
総
量
は
、
に
L
」
ひ
貫
際
上
に
於
い
て
は
中
心
地
に
於
け
る
一
銀
行
よ
り
他
銀
行
に
移
さ
れ
る

に
し
て
も
、

そ
は
市
に
金
の
中
心
地
に
止
る
も
の

τあ
り
、
移
動
は
軍
に
金
中
心
地
に
於
け
る
一
の
勘
定
よ
り
他

じr)

肋
'~Ë[:: 

じ')

移
動

c 

円
;
円
ノ
澗

E
H骨
#
江
川
ノ
串
守
長

-
w
b
r
E
k
f

、
k
h
l
〉
-
H
'
L
S崎国
s

L
」

Z
T
川
〉
f

目

r
k
K

L
E
t
u
J出
泊
三
・
C

止
l
L
u
z
o
h
M
l
ル
r
t
f
u…u
一
戸
ぺ
訓

J
Oト
旧
同
什
叶

H
V
J
A
T司
j
u
w開
山

v
u
h

盆
E
密
接
と
な
る
と
共
に
、

そ
は
ま
た
嘗
然
、

-
次
第
に
こ
の
金
請
求
樺
の
蓄
積
郎
ち
金
潟
替
の
菩
積
換
言
す
れ
ば

短
期
信
用
の
蓄
積
な
る
も
の
を
現
出
す
る
。
従
っ
て
ま
た
か
〈
の
加
き
短
期
信
用
の
菩
積
に
於
け
る
長
期
信
用
へ

の
利
用
性
な
る
も
の
は
、
一
面
極
め
て
著
し
い
累
卵
性
争
有
っ
て
居
る
事
も
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
こ
の

場
合
金
が
蓄
積
さ
れ
る
に
於
い
て
は
、
か
〈
の
如
き
危
険
性
は
全
然
起
ら
な
い
。
結
局
金
銭
替
準
備
に
於
い
て
は

此
の
峻
別
す
ペ
き
も
の
を
峻
別
し
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
反
っ
て
之
を
同
調
し
た
。
其
の
機
能
の
畿
展
に
伴
ひ

自
ら
そ
の
作
用
に
於
け
る
矛
盾
を
後
展
せ
し
め
た
こ
と
は
疑
ふ
除
地
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

働
金
中
心
地
の
経
梼
的
政
治
的
版
態
認
識
に
於
け
る
般
定
の
背
割
問
|
|
第
二
の
矛
盾
は
金
中
心
地
に
於
げ
る
鰹

梼
的
政
拍
的
蹴
態
が
金
銭
替
準
備
の
存
在
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
が
如
き
異
常
な
動
揺
な
き
も
の
な
り
と
認
識
せ

*
 

る
鈷
に
於
け
る
背
理
で
あ
る
。

蓋
し
か
く
の
却
き
貼
に
闘
す
る
不
安
が
存
す
る
に
於
い
て
は
、
金
魚
替
を
所
有
す
る
諸
銀
行
は
著
し
い
危
険
に

Mlynarski: La crise de l'etalon de change-or (1、:e，vued'e.conornie politiqueJ 
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暴
さ
れ
る
か
ら
、
金
中
心
地
た
る
限
り
、
鴻
替
の
下
落
に
よ
る
危
険
は
昆
れ
難
き
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
争
、

少
く
も
之
に
劃
す
る
保
読
が
典
へ
ら
れ
る
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
銭
替
準
備
を
採
用
せ
ん
左
す
る
園
々

は
、
か
く
の
如
き
貼
に
関
す
る
認
識
に
於
い
て
妥
嘗
を
快
い
て
ゐ
十
円
。

ぞ
れ
の
み
で
な
い
。
戦
後
に
於
け
る
各
国
の
経
済
政
策
な
石
も
の
は
、
そ
の
金
中
心
地
た
る
圃
に
於
い
て
も
、

業
他
の
闘
々
に
於
い
て
も
、
す
べ
て
金
魚
替
準
備
の
行
は
れ
る
が
如
き
と
き
に
も
拘
ら
や
こ
れ
と
矛
盾
す
る
が
如

き
方
向
に
の
み
現
は
れ
た
。
こ
の
政
策
に
於
け
る
誤
謬
の
堆
積
こ
そ
は
や
が
て
世
界
恐
慌
の
端
緒
公
開
〈
ペ
き
空

気
を
温
醸
せ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
英
蘭
銀
行
の
金
本
位
停
止
は
お
こ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
鴻
替
準
備
は
U

ν
ド
ン
金
融
業
者
の
受
け
六
る
打
撃
の
影
響
を
弛
れ
る
こ
と
を
得
点
V
U

溜
に
そ
の
序
在
力
清
算
に
ま
ゼ
品
河
川

rs
れ

か
〈
て
従
来
金
魚
替
準
備
を
有
す
る
各
国
中
央
銀
行
は
、
主
(
の
鴻
替
準
備
を
世
界
の
他
の
安
全
な

る
に
至
っ
た
。

る
金
中
心
地
に
移
す
こ
と
と
な
り
、
世
界
に
於
け
る
各
国
中
央
銀
行
の
震
替
綿
額
は
、

一
九
一
二
一
年
に
於
い
て
四
、

三
五

0
・
百
寓
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
を
減
じ
た
が
、
業
の
中
四
・
十
億
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
は
欧
洲
大
陸
に
於
け
る
諸
銀
行
に
復
蹄

せ
る
も
の

t
謂
は
れ
る
。
他
面
同
年
に
於
げ
る
欧
洲
大
陸
諸
銀
行
の
貨
幣
金
所
有
高
は
一
ニ
、
九
四

0
・
百
高
ラ
イ
ヒ
Z

マ
ル
ク
に
増
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、
恐
ら
く
欧
洲
大
陸
は
こ
の
金
の
増
加
に
遅
い
金
額
だ
け
の
潟
替
を
失
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
傾
向
が
金
魚
替
準
備
に
迫
れ
る
清
算
を
語
ら
宇
し
て
何
で
あ
ら
う
!

五
、
金
属
醤
準
備
に
劃
す
る
催
正

金
鴛
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
五
披

第
三
十
五
巻

穴
八
五

i¥ 
九
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績
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収
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金
属
岬
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

六
八
六

第
五
競

九
O 

か
く
て
金
鴻
替
準
備
に
つ
い
て
は
果
し
て
そ
が
清
算
き
る
べ
き
か
?

が
今
日

ま
た
は
改
輩
さ
る
べ
き
か
?

関
心
す
べ
き
問
題
左
し
て
残
る
。

巳
に
の
べ
た
る
が
如
〈
金
魚
替
準
備
の
存
在
様
式
に
は
二
つ
め
る
。
そ
の
う
ち
一
九
二
八
年
迄
は
大
韓
第
二
の

見
方
印
ち
金
本
位
制
快
復
ま
で
の
一
時
的
存
在
と
し
て
の
金
魚
替
準
備
診
経
験
し
た
。
併
し
こ
れ
に
よ
っ
て
驚
ら

5
れ
た
難
勅
は
今
日
そ
の
原
形
の
ま
¥
，
で
の
再
蓮
用
を
認
め
得
な
い
。

し
か
も
他
方
従
来
謂
は
ゆ
る
金
銭
替
準
備

そ
の
可
能
は
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
第
二
の
試
み
帥
も
金
銭
替
準
備
を
一
の
長
期
的
存
在
主
し
て

(
あ
あ
僚
件
の

下
に
)
そ
の
成
立
の
可
能
を
論
ぜ
ん
と
す
る
試
み
が
起
る
。
殊
に
今
日
の
不
況
針
策
は
通
貨
膨
眼
を
措
い
て
他
に

方
法
が
な
い
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
金
魚
替
準
備
の
放
棄
は
論
理
的
に
デ
ア
V

エ
ジ
ヨ
ン
ヤ
』
鼎
…
来
し
、
郎
ち

世
界
不
況
を
深
化
せ
し
め
る
と
考
へ
る
貼
に
於
い
て
前
更
此
の
問
題
へ
の
考
慮
が
加
は
る
。

こ
の
問
題
の
修
正
意
見
は
一
九
一
二
一
年
二
月
岡
際
決
梼
銀
行
に
よ
っ
て
主
張
き
れ
た
。
ぞ
の
修
正
意
見
の
要
貼

は
、
金
鴻
替
準
備
に
よ
る
制
度
は
今
日
そ
の
適
用
宜
し
き
を
得

y
り
し
た
め
、
全
く
一
の
死
物
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
ゐ
る
が
、
そ
の
再
生
の
可
能
は
各
国
中
央
銀
行
が
新
規
準
に
よ
り
、
岡
際
決
梼
銀
行
と
一
」
ブ
ロ
ヴ
グ
と
し
て
協

力
す
る
に
あ
り
と
し
.
そ
の
規
準
は
預
金
に
封
し
相

E
に
適
用
さ
れ
る
金
約
款
で
あ
る
左
い
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
各
国
中
央
銀
行
は
圃
際
決
梼
銀
行
よ
り
の
受
取
預
金
を
ぱ
金
償
還
に
よ
っ
て
保
語
き
れ
、
圃
際

決
構
銀
行
も
亦
同
様
、
其
の
勘
定
と
し
て
有
つ
預
金
の
金
償
還
を
外
国
中
央
銀
行
に
保
誼
す
る
も
の
で
あ
る
。
之



に
よ
っ
て
各
国
中
央
銀
行
の
預
金
に
は
金
約
款
に
於
げ
る
保
謹
が
輿
へ
ら
れ
で
居
り
、
且
又
之
に
よ
り
嬬
替
相
場

の
擾
動
に
際
し
て
そ
の
危
険
を
相
互
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
夏
に
国
際
決
掛
銀
行
・
も
亦
、
中
央
銀
行
に
ぞ

の
預
金
を
再
預
金
し
、
こ
の
再
預
金
に
よ
っ
て
ま
た
鴻
替
相
場
麺
動
の
危
険
を
避
け
る
。
か
く
て
南
銀
行
は
相
互*

 

に
信
認
を
増
し
、
そ
は
又
同
時
に
新
な
る
意
味
に
於
け
る
金
潟
替
準
備
の
成
立
を
確
保
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
金
約
款
の
費
す
利
盆
は
車
に
か
く
の
如
き
色
の
で
は
な
い
。
惟
ふ
に
金
約
款
の
採
用
は
こ
れ
に
よ
っ
て
鴻

替
騰
落
の
危
険
を
さ
げ
る
と
共
に
、

こ
れ
に
よ
っ
て
金
魚
替
準
備
の
改
正
を
、

従
つ
て
は
ま
た
そ
の
織
績
を
可
能

な
ら
し
め
る
と
は
い
ふ
け
れ
ど
も
、

更
に
他
方
に
於
い
て
は
金
約
款
そ
れ
自
瞳
が
費
す
重
大
な
る
影
響
が
め
る
。

:
内
ノ
ヨ
山
由
こ

k
ー
し

.f
詮
・
匁
武

t
凪
匹
こ
書
寄
り
母
島
こ
叶
「
白
書
隊
t
t
j
i
ノ
ピ
注
意
書
a
w

丸、、
T
3
2河
田

b
p
産
唱
T

ノ

旬
、
じ

Eノ
一

J
h
b
H
C
J
m
m
p
t
d
J
t
w
q
占
司

t相
主

i
y
乍

-A4zrL
川崎

1
1
F
J
I
J
3
:
J
t
t占

T
i
f
i
J
ノ
~
-
4
J
F
E
l
f心

ιv
，l
t
L山一晶子日
-e〈
U
官

U
下

4
i
t

め
る
こ
と
が
そ
の
直
接
の
目
的
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
に
よ
っ
て
金
浦
替
準
備
の
制
度
に
於
い
て
存
す
る
通
貨

膨
脹
的
要
素
を
、
少
く
も
最
低
限
度
に
ま
で
減
ぜ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

元
来
、
中
央
銀
行
に
於
け
る
後
行
準
備
と
し
て
の
金
活
替
準
備
は
、

こ
れ
を
ば
短
期
預
金
と
し
て
投
資
す
る
傾
向
が
め
っ
た
。
然
る
に
か
く
の
如
き
こ
と
は
他
方
に
於
い
て
金
中
心
地

多
〈
の
場
合
、

外
国
商
業
銀
行
に
封
し
て
、

に
於
け
る
中
央
銀
行
の
割
引
政
策
を
困
難
な
ら
し
め
、

更
に
と
の
問
題
は
物
債
水
準
及
び
貨
幣
疏
通
量
に
艶
し

影
響
を
典
ふ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
限
り
に
於
い
て
金
準
備
を
以
て
す
る
金
本
位
制
度
と
異
る
。
こ
の
こ
と
は
巳

に
越
ベ
た
通
り
で
あ
る
。
か
く
て
金
潟
替
準
備
の
行
詰
り
に
於
い
て
金
と
金
魚
替
と
の
準
備
に
於
け
る
特
異
性
を

瓢
別
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
鴻
替
準
備
の
作
用
を
し
て
な
し
得
る
限
り
金
準
備
に
近
か
ら
し
め
ん
と
す
る
の
考
へ

金
縛
替
準
備
へ
白
再
吟
味

第
三
十
五
巻

第
五
披

大
八
七

大&

* xxx・….LnBanque des Reglements Inte"rnntionau文 etl'Internationalisme 
mnnetaire (Revue J' E. P. No. 4・ [9叫・ p. (056) Argoud， J.:. La !:lanque 
ctes Règ.leme~ts .lnternat~onaux .!'・]t.;，I・p・'70-

'
78・ Kaninil<as. C.; La 
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金
魚
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
五
時
現

九

第
三
十
五
容

六
八
八

方
が
起
る
。

か
く
の
如
き
事
情
よ
り
し
て
こ
の
修
正
問
題
の
立
脚
黙
は
明
で
あ
る
。
そ
の
範
固
は
金
銭
替
準
備
を
ぱ
金
準
備

と
の
開
係
に
於
い
て
調
和
せ
し
め
、
且
つ
之
に
よ
っ
て
金
と
金
潟
替
左
の
同
調
よ
り
来
る
難
勤
を
除
却
せ
し
め
ん

と
す
る
に
あ

L
，
従
っ
て
其
の
封
策
の
第
一
は
そ
の
解
決
が
各
圏
中
央
銀
行
の
協
定
に
よ
り
、
そ
の
後
行
準
備
に

る
金
鴻
#
骨
密
ぱ
外
国
中
央
銀
行
の
先
換
券
に
劃
し
て
直
接
安
換
し
、
之
ぞ
特
別
預
金
と
し
て
保
有
す
る
に
あ
る
。
こ

の
場
合
金
の
培
換
涼
な
い
む

h
r
t
て
党
換
準
備
に
る
金
鴻
替
の
剛
際
的
移
動
の
結
果
は
、
金
の
国
際
的
移
動
の
結

果
に
接
近
し
、
其
の
一
般
物
債
水
準
並
に
貨
幣
疏
通
量
に
相
到
す
あ
作
用
も
亦
金
移
動
の
場
令
と
類
似
し
盤
方
的
に

起
る
。
金
鴬
替
の
貰
却
闘
に
於
い
て
は
物
債
下
落
が
起
り
、
金
魚
替
の
買
入
国
に
於
い
て
は
反
劃
作
用
が
起
っ
て
、

業
の
作
用
は
隻
方
的
と
な
り
、
従
来
の
如
き
金
満
替
準
備
に
基
〈
通
貨
膨
脹
的
性
質
は
存
在
せ
引
き
る
に
至
る
。

だ
が
し
か
し
、
か
く
の
如
き
見
方
は
理
論
的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
賓
践
的
で
は
な
い
。
こ
こ
に
こ
れ
と
同

一
の
結
果
を
あ
げ
得
る
よ
り
貫
践
的
な
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
場
合
商
業
銀
行
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
中
央
銀
行
は
外
国
中
央
銀
行
に
於
い
て
そ
の
金
鴻
替
念
特
定
の
目
的
に
闘
し
て
保
有
す
る
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
準
備
が
中
央
銀
行
を
通
じ
て
の
み
行
は
れ
る
と
き
は
、
中
央
銀
行
の
費
行
準
備
宰
は
外
圏
中
央

銀
行
預
金
の
増
加
に
よ
っ
て
線
瞳
的
に
滅
宇
る
こ
と
に
な
る
。

か
〈
て
金
中
心
地
に
於
け
る
中
央
銀
行
の
割
引
政
策
は
、
も
は
や
外
国
中
央
銀
行
の
影
響
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
。
金
中
心
地
の
中
央
銀
行
は
常
に
そ
の
金
魚
替
の
移
動
を
正
確
に
知
る
。
従
っ
て
外
国
中
央
銀
行

21)拙稿;金魚替準備に就いて(経理事論叢第32港第3Mn"，p. 77， p. 94) 
明 Argoud， J.: La Hanque des Reglements Jnleroatiり田山、 U.:lnsle cadre de 

l'economie mondiale， pp. 158，-159・



の
金
受
取
樺
に
よ
る
作
用
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
金
中
心
地
に
於
け
る
中
央
銀
行
は
か
〈
の
如
き
預
金
の
増
加

が
行
は
れ
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
後
行
準
備
率
の
一
減
少
が
行
は
れ
る
場
合
は
、
そ
の
中
央
銀
行
の
支
配
す
忍

購
買
カ
へ
の
鹿
追
と
し
て
割
引
を
制
限
し
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
外
国
に
於
け
る
通
貨
の
増
加
を
相
殺
す
る
。
中

央
銀
行
に
於
け
る
こ
の
種
預
金
の
増
加
は
盆

z
そ
の
信
用
政
策
含
制
限
し
、
之
に
よ
っ
て
謂
は
ゆ
る
自
由
金
の
分

量
を
増
加
し
、
そ
は
ま
た
克
に
外
国
債
権
者
の
需
要
を
充
足
せ
し
め
る
も
の
と
な
る
。

か
く
の
加
さ
金
中
心
地
に
於
け
る
自
由
金
の
必
要
、
従
つ
て
は
又
金
の
一
部
退
蕪
政
策
は
、
金
斜
替
準
備
に
於

け
あ
か
ぎ
り
論
理
上
並
に
貰
際
上
営
然
で
あ
る
。
従
っ
て
金
中
心
地
に
於
け
る
中
央
銀
行
に
調
し
、
そ
の
割
引
量

な
ば
最
大
隈
庶
い
い
止
で
慨
献
す
る
こ
と
の
要
求

ub
品
川
も
日
開
一
一
一
風
の
金
を
準
備
'
と
す
る
銀
桁
勢
の
毅
析
を
事
ボ
寸

る
に
も
等
し
い
こ
と
と
な
る
。

か
く
て
外
圃
中
央
銀
行
の
預
金
が
専
ら
金
中
心
地
の
中
央
銀
行
に
集
中
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
原
則

の
貫
践
は
、
正
に
金
矯
替
準
備
に
於
け
る
特
長
を
保
有
し
、
弊
害
を
除
去
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
聯
躍
財
政
委

員
倉
金
委
員
舎
が
、
そ
の
最
近
の
被
告
に
於
い
て
質
成
せ
る
貼
も
亦
、
仇
川
色
か
〈
の
加
さ
見
方
を
認
め
た
棺
県
に

外
な
ら
な
い
。
ま
た
国
際
決
油
開
銀
行
が
主
張
せ
る
金
約
款
の
原
則
も
こ
の
意
味
に
於
い
て
そ
の
主
張
の
理
由
が
あ

る
。
外
国
中
央
銀
行
が
賛
行
準
備
に
劃
し
て
金
約
款
に
よ
る
金
魚
替
の
繰
入
を
認
め
る
こ
と
は
、
金
魚
替
は
圃
際

決
構
銀
行
及
び
各
国
中
央
銀
行
の
手
に
必
然
的
に
集
中
さ
れ
得
る
結
果
を
見
透
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
が

一
般
に
認
識
さ
れ
、
適
用
さ
れ
る
に
於
い
て
、
こ
こ
に
金
満
替
準
備
に
闘
す
る
修
正
は
大
瞳
そ
の
最
絡
の
相
に
於

金
魚
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

六
八
九

第
五
務

九

Societe des Natinns: Rapport de la D::legation cle l'or du Comite fi.nancier， 
p. 10. 
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金
鴛
替
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

六
九

O

第
五
披

先ム
四

い
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
原
則
が
従
来
の
金
銭
替
準
備
の
特
性
た
る
通
貨
膨
脹
的
要
素
ぞ
械
や
名
に
至
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
巴
に
の

ベ
亡
と
こ
ろ
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
に
よ
っ
て
金
鴻
替
準
備
に
よ
る
通
貨
膨
脹
的
要
素
が
全
然
そ
の
跡
を
組
っ
と
す

る
見
方
は
妥
営
で
な
い
。
蓋
し
金
霜
替
に
よ
る
裁
定
な
る
も
の
は
、
修
正
き
れ
た
る
金
矯
替
準
備
に
於
い
て
も
亦

否
定
し
得
な
い
。
帥
ら
こ
の
制
度
に
於
い
て
も
金
に
劃
す
る
一
方
的
な
る
個
人
の
裁
定
が
依
然
と
し
て
存
す
る
か

ら
で
あ
る
。
況
ん
や
、
他
方
に
於
い
て
金
の
最
低
準
備
な
る
規
定
の
要
求
に
従
ひ
、
持
裁
定
的
な
る
金
の
取
引
な

認
め
る
限
り
、
完
全
な
る
金
準
備
の
場
合
と
同
一
の
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。

要
す
る
に
金
魚
替
準
備
に
よ
る
各
国
中
央
銀
行
は
、
そ
の
個
人
的
裁
定
を
認
め
る
が
之
に
封
し
て
金
の
頁
却
を

行
は
な
い
。
か
く
て
某
の
準
備
は
一
方
的
裁
定
を
行
ふ
限
り
・
次
第
に
蓄
積
さ
れ
る
。
一
克
来
金
準
備
に
於
い
て
は
隻

方
的
な
裁
定
が
行
は
れ
る
こ
と
を
そ
の
機
能
ド
於
け
名
最
も
重
要
な
る
も
の
の
一
と
し
わ
。
然
る
に
今
、
金
潟
替

準
備
に
よ
る
中
央
銀
行
が
無
制
限
に
金
魚
替
の
み
を
貰
績
け
る
場
合
に
於
い
て
は
、
こ
の
勤
は
貴
現
さ
れ
な
い
。

郎
も
こ
の
闘
係
に
於
い
て
は
、
上
越
の
修
正
を
以
て
し
て
荷
ほ
そ
の
買
際
と
矛
盾
す
る
。
金
銭
替
準
備
の
貫
際
上

の
立
場
は
、
本
来
金
浦
替
の
買
入
に
あ
っ
て
そ
の
貰
却
に
な
い
か
ら
で
あ
る
リ
か
く
の
如
き
見
方
が
修
正
さ
れ
、

金
の
貰
却
炉
行
は
れ
る
と
き
に
於
い
て
、
こ
の
問
題
の
最
終
の
相
が
見
出
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
れ
。

か
く
の
如
き
技
術
的
な
方
面
に
つ
い
て
は
今
此
以
上
立
入
ら
な
い
。
た

r、
結
論
的
に
以
上
越
べ
た
と
こ
ろ
を

要
約
す
る
な
ら
ば
、
金
鴻
替
準
備
に
劃
す
る
修
正
は
少
〈
も
衣
の
如
き
内
容
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

〈園際聯盟

23) 日ρcietedes Nations: Deuxiell1e rapport de 1. Di:legation de 1'0r du Co皿 ite
financier， pp. 9 -1 I. 
Mlynarski: The FunctionIn官。fthe Gold Stanibrd， pp. 95 -96. 
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第
一
は
金
銭
替
を
準
備
と
し
て
金
本
位
制
度
を
成
立
せ
し
め
ん
'
と
す
る
限
り
、
金
魚
替
準
備
が
商
業
銀
行
を
除
外

し
、
専
ら
営
該
中
央
銀
行
並
に
園
際
決
棒
銀
行
に
こ
れ
密
集
中
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
第
二
に
は
こ
れ
ら
諸

銀
行
は
一
プ
ロ
ッ
タ
と
し
て
貨
幣
債
値
の
騰
落
よ
り
受
〈
る
影
響
を
ば
金
約
款
に
於
い
て
保
誼
し
、
且
つ
こ
の
閥

係
を
相
互
義
務
的
に
認
め
る
こ
と
が
組
封
的
保
件
で
あ
り
、
最
後
に
第
三
に
は
金
魚
替
の
買
却
に
費
し
て
一
定
の

制
限
を
認
め
る
こ
と
の
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

r。

之
ぞ
こ
れ
ま
で
の
相
に
於
け
る
金
満
替
準
備
の
内
容
た
る
第
一
、
外
園
嬬
替
手
形
を
買
入
れ
て
之
を
引
営
に
無

制
限
に
銀
行
券
を
費
行
す
る
こ
と
、
第
一
一
、

一
般
の
準
備
額
中
に
外
国
手
形
を
無
制
限
に
加
算
す
る
こ
と
、
第
三
、

買
入
れ
た
る
外
側
手
形
は
外
闘
の
中
央
銀
行
乃
至
民
間
銀
行
に
於
い
て
利
附
預
金
勘
定
と
し
て
外
岡
に
保
存
し
初

く
こ
と
、
第
凶
、
此
の
種
の
資
金
は
必
要
に
よ
り
一
の
場
所
よ
り
他
の
場
所
へ
移
輔
せ
し
め
得
る
こ
と
、
第
五
、

裁
定
の
保
件
が
比
較
的
良
好
な
る
か
又
は
利
率
が
比
較
的
高
〈
し
て
耽
盆
大
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
る
と
き
は
右
の
資

金
の
移
輔
が
絶
劃
に
必
要
で
な
く
て
色
自
由
民
之
を
行
び
得
名
こ
じ
、
に
比
較
せ
ば
、
如
何
に
葉
の
内
容
が
修
正

さ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
看
取
し
得
る
で
あ
ら
う
。

六
、
結

言

之
を
要
す
る
に
金
潟
替
準
備
に
於
い
て
重
要
な
る
も
の
は
そ
の
信
用
に
於
げ
る
作
用
で
あ
4
9
0

世
界
の
平
和
と

金
及
び
金
満
替
の
向
調
な
る
前
提
に
立
っ
て
、
戦
後
に
於
け
る
金
節
約
の
重
要
な
る
役
割
を
果
し
た
金
潟
替
準
備

金
属
周
替
抽
申
備
へ
白
再
吟
味

第
五
時
嗣

九
五

第
三
十
五
巻

ノ、

丸

MlynarsJ口 Lacrise de 1唱talonde change-or (Revue d'economie polilique， 
No. 2. 1932. p. 2'79・)
Argoud， ]・ op.ict. P.130・Mlynarski~ La re抗)rn:ede l'etalon de cbange-or 
(Revue d'economie politique， No. 1. ，ヲ3，0田 p.54.) 
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金
魚
餐
準
備
へ
の
再
吟
味

第
三
十
五
巻

ノ、

九

第
五
時
砺

九
ノ、

は
、
そ
の
後
十
年
の
試
親
、
特
に
最
近
に
於
け
る
上
越
二
前
提
の
動
揺
を
鰹
て
、
今
や
そ
の
存
在
は
清
算
さ
れ
ん

と
し
て
ゐ
る
。

こ
の
間
に
あ
っ
て
金
鴻
替
準
備
の
再
生
は
全
〈
新
な
る
動
向
に
於
け
る
轄
化
に
よ
ら
な
け
れ
ば
こ
れ
を
期
待
し

得
な
い
。
こ
の
輔
化
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
み

己
に
の
ぺ
た
る
炉
如
〈
、
そ
は
こ
の
金
鵡
替
準
備
に
膏

-
H
l
こ
午
ュ
ョ
、
1
ノ
信
二
士
二

7
B
t炉

+
j
L
y
l入
F
T
3
n
ト
、
。

-
c
t
T
-、万
H
A
r
c
q
E
L
I
T
e
u
t
じ
T
f
E
7
6
し

か
〈
て
今
日
の
般
競
に
於
い
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
勲
、

-3ι
ト
ん
ご

仰
な
し
と
し
な
h
。
こ
の
こ
t
y
一ほ
L
L
唱
の
通
り
で
あ
る
。
た
三
倍
局
hrhhe一
足
れ
ど
応
事
刀
際
JE
ケ
山
公
式
一
躍
乃
投

呆
を
費
す
と
は
い
ふ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
須
替
準
備
を
金
準
備
に
か
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
は
金

震
替
準
備
が
究
極
に
於
い
て
金
と
金
の
受
取
躍
と
の
闘
係
に
於
い
て
抜
く
こ
と
の
出
来
な
い
信
用
に
基
い
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
。

資
本
主
義
制
枇
舎
の
績
〈
限
hd
凶
際
的
貨
幣
は
金
で
あ
り
、
信
用
は
こ
の
金
に
基
い
て
生
成
し
、
後
展
し
、
消
滅

す
る
。
従
っ
て
金
本
位
制
が
存
寝
し
、
信
用
の
必
要
と
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
金
魚
替
準
備
の
問
題
は
繰
返
さ
れ
る
。

唯
従
来
の
如
き
相
に
於
げ
る
金
浦
替
準
備
は
、
そ
れ
自
慢
に
於
い
て
有
つ
矛
盾
よ
り
し
て
今
や
自
ら
清
算
し
つ
〉

あ
る
。
金
並
び
に
信
用
に
閲
し
て
起
る
多
〈
の
問
題
は
、
究
第
に
こ
の
金
魚
替
準
備
な
る
も
の
〉
内
容
を
限
定
し
、

少
〈
も
金
と
金
銭
替
と
の
同
一
一
腕
開
係
よ
り
生
十
る
難
詰
を
解
決
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
上
遮
せ
る
修
正
も
亦
こ
の

難
鮎
に
劃
す
る
・
一
の
解
決
策
で
あ
る
。


